
47 件

6 回教職員対象

保護者対象

地域住民対象

その他

校内ケース会議

グラフはのべ数、ひとりの子どもにつき複数の相談内容がある。

・毎月、新規相談があり、短期間で解決に繋がることは困難で、継続ケース、
   支援中となっている。
・相談内容は、不登校だけでなく児童虐待や発達障がいの問題などが多い。
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継続ケース
（実人員）

71 72 85 83 93 118 151 118 123

82 100 23 33 11 20 11 52 29 65

関係機関とのケース会議

　　スクールソーシャルワーカー　活動内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       平成31年1月末現在
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160 調査期間

平成30年4月から平成31年1月

資料 ４

【支援対象者数】 【ケース会議数】

【相談内容】

【研修実習】


